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、
森
林
伐
探
に
は
必
ヂ
手
綾
を
〃

、
木
材
業
者
に
封
し
て

指
導
権
を
持
ち
得
ら
れ
る
！

森
林
計
画
保
安
林
そ
の
他
森
林

に
関
す
る
事
項
及
森
林
所
有
者

の
協
同
組
織
の
制
度
を
定
め
て

森
林
の
保
護
と
生
産
力
の
増
進

を
図
り
国
土
の
保
安
国
民
経
済

の
発
展
に
資
す
る
の
が
森
林
法

の
目
杓
で
め
り
ま
す
。

森
林
計
画
と
は
幼
令
林
を
皆
伐

し
な
い
ご
と
幼
令
林
の
手
入
を

す
る
こ
と
皆
伐
し
た
伐
探
跡
地

に
は
二
年
以
内
に
造
林
す
る
こ

と
念
傾
斜
地
の
森
林
を
皆
伐
し

な
い
こ
と
で
あ
り
杉
は
二
十
五

年
以
下
湛
イ
は
五
年
以
下
雑
木

は
三
十
年
以
下
は
幼
令
林
で
あ

り
杉
は
五
十
c
剛
年
ボ
イ
は
二
十

一
年
雑
木
は
七
十
一
年
以
上
は

適
性
伐
期
と
嚢
い
ま
し
て
伐
探

し
て
よ
い
木
で
あ
る
、
こ
れ
は

　
　
　
　
つ

屯
、
卜
日
前
に
届
出
を
し
て
伐
る

、
こ
と
に
な
つ
て
い
ま
す
。

そ
れ
以
下
樹
令
の
木
を
伐
る
揚

合
は
一
月
未
日
ま
で
に
許
可
の

申
請
書
を
出
し
て
許
可
が
あ
れ

ば
伐
る
こ
と
が
出
來
ま
す
。

保
安
林
は
す
べ
て
許
可
が
な
け

れ
ば
伐
る
こ
と
が
揖
來
ま
せ
ん

森
林
計
画
で
は
保
安
林
普
通
林

自
家
用
林
特
用
林
と
大
別
し
て

め
り
ま
す
。
保
安
林
は
公
釜
上

指
定
さ
れ
た
森
林
で
あ
り
特
用

林
と
は
果
実
や
樹
皮
樹
脂
採
取

を
目
的
と
す
る
林
木
で
指
定
さ

れ
た
森
林
で
共
の
他
は
曹
通
林

で
め
る
。
森
林
の
所
有
者
は
普

通
林
の
中
五
反
歩
を
限
度
と
し

て
自
家
用
林
0
指
定
を
受
け
ゐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
と
が
出
來
ま
す
こ
れ
は
所
有

者
が
自
血
に
経
営
す
る
こ
と
が

出
來
ま
す
、

哨
租
二
十
七
年
皮
の
松
代
村
φ

伐
採
立
末
許
容
限
度
は
保
安
林

九
二
〇
石
普
通
林
で
は
用
材
一
．
一

血
六
〇
石
薪
炭
四
七
五
〇
石
で

合
計
八
二
三
〇
石
で
例
年
よ
り

三
〇
〇
〇
石
の
減
少
と
な
つ
て

い
ま
す
。

昨
年
四
四
牛
期
の
許
可
申
請
の

欺
況
で
は
用
材
一
割
薪
炭
で
六

割
し
か
申
請
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

無
手
続
伐
探
に
は
罰
則
も
あ
り

ま
す
。
又
森
林
所
有
者
が
事
前

に
許
可
を
得
て
お
く
と
木
材
業

等
に
対
し
指
導
権
を
持
ち
得
る

占
伽
留
意
さ
れ
た
い

自
塚
用
林
申
請
に
は
全
村
御
協

力
に
よ
り
殆
ん
ど
揖
揃
よ
し
た

こ
と
ば
喜
ぴ
に
塒
へ
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
（
森
林
・
西
片
）

松擁
代鵜
じ　　は　ヂ

顧＝群噸…ρ

臨1澗
稜　　噸翻　璽曜
　し生聯

徒撃

募聯

集藩

募
集
人
員
u
一
〇
〇
名

八
学
願
書
け
二
月
二
十
臼
か
以

　
　
　
　
　
　
　
三
月
十
日
迄

・
入
学
試
験
髄
三
月
二
十
三
日

　
　
　
　
　
　
　
（
全
縣
咽
齊
）

、
試
験
科
目
駐
中
学
の
全
科
口

　
　
　
　
　
　
、
（
英
語
を
余
く
）

交
験
料
　
“
二
十
円

母
月
の
所
要
経
費
”
授
業
料
，

　
　
生
徒
会
費
油
教
材
費
を
含

　
　
め
て
約
二
資
円
、
他
に
教

　
　
科
書
、
学
用
“
吸
等

特
典
　
、
“
汽
軍
で
百
粁
以
上

　
　
族
行
す
る
時
は
牛
額
割
引

　
　
雰
が
も
ら
え
ま
す
。

コ
」
ス
選
択
上
の
参
考

◎
昼
聞
部
普
通
科

週
五
日
制
四
年
卒
業
。
但
し
第

四
年
目
の
九
月
末
で
一
応
卒
業

資
格
を
得
。
後
は
自
由
研
究
。

⑨
昼
間
部
農
業
科

年
限
ば
普
通
と
同
じ
A
組
と
、

二
年
間
で
農
業
及
ぴ
必
須
科
目

を
專
修
す
る
B
組
と
め
る
。
専

修
生
徒
が
卒
業
資
格
を
得
た
け

れ
ば
＞
冒
組
に
進
み
更
に
二
年
で

卒
業
◎
昼
間
部
家
庭
科

年
限
、
其
の
他
は
農
業
科
と
全

》
同
様
で
あ
る
が
。
敏
科
内
容

は
主
婦
と
七
て
必
要
な
家
庭
科

目
を
主
と
す
る
。

翅
六
日
制
四
年
卒
業
。
冬
季
は

奉
校
独
特
の
通
信
敏
育
を
行
つ

　
ヤ
　
　
　
ロ

て
も
る

芸
の
他
詳
細
は
学
校
に
間
合
す

か
、
、
入
学
案
内
を
請
求
さ
れ
た

い
。
、百
四
十
五
名
と
な
る
〃
・

ー
今
年
の
小
学
校
入
学
兇
童
し

　
　
　
　
　
　
ヤ

　
身
体
検
査
旦
定
決
る

　
　
　
（
壱
丹
末
調
査
）

学
校
　
名
男
女

松
代
小
学
校
量
　
美

炉
屋
丸
分
校
五
　
三

　
下
山
分
校
四
　
三

　
菅
刈
分
校
七
、
三

陶
蓬
李
分
校
七
八

清
水
小
単
校
八
　
八

　
桐
山
分
校
○
，
三

伊
沢
小
学
校
δ
　
δ

　
海
老
分
校
三
　
五

赫
谷
小
学
校
三
　
G

高
柳
村
委
託
禰
　
○
・

し伍
田
村
委
託
二
　
〇

合
　
　
計
実
・
究

右
兄
童

「
滝
沢
分
校
三
p
．
ρ

村
百
年
の
大
計
を
望
む

　
ま
う
，
交
通
、
気
染

　
総
て
の
環
境
が
γ
，

①　
は
情
勢
に
押
ヤ

　
よ
り
も
一
歩
馬

、
ち
で
特
に
そ
・

～
　
咋
年
、
村
百
年
の
大
計
を
盛
つ

　
た
村
走
，
を
広
く
公
開
す
べ
き

　
だ
と
云
つ
た
こ
と
が
あ
る
様
記

　
憶
し
て
い
る
。

　
と
も
す
る
と
、
わ
れ
く
凡
人

　
　
」
は
目
の
前
の
事
に
追
わ
一
れ
、

　
且
つ
遮
ぎ
ら
れ
て
前
方
が
見
え

　
な
く
な
り
易
い
。
ゲ
，
オ
ル
ギ
ユ

　
ウ
が
「
廿
五
時
」
に
云
う
如
く
組

　
織
や
機
構
が
複
難
に
な
る
と
こ

　
れ
等
に
追
い
ま
く
ら
れ
て
、
機

　
，
械
的
技
術
就
会
に
人
問
の
精
神

　
も
肉
休
も
総
て
支
配
さ
れ
て
し

　
　
　
O
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
　
・

予二朝群

ま
で
片
檎
爵
兜
子
滝
脈
の
見
童
．

ぜ
片
粥
山
派
一
出
校

　
　
ノ
ロ

、
二
月
四
日
午
葡
十
｛
時
よ
り
正
．

午
ま
で
犬
伏
孟
地
苧
島
を
伊
沢

小
単
校
．

三
月
四
日
午
後
三
博
よ
り
午
後

四
時
ま
で
菅
刈
分
校

4
二
月
五
旨
午
前
十
憎
時
よ
り
旺

午
ま
で
桐
山
清
水
会
沢
を
清
水

小
学
校
』

葺
月
五
日
午
後
三
時
よ
り
四
時

｝
、
、
“
で
蓬
李
を
蓬
挙
分
校

翼
月
六
n
午
後
吋
時
よ
り
午
後

三
時
ま
で
訟
代
小
荒
戸
太
李
千
、

渠
池
尻
を
松
代
小
学
校

言
月
七
“
午
前
＋
羅
よ
ρ
蕉

9

午
ま
で
下
山
を
下
山
分
校

三
月
七
日
二
時
三
〇
分
よ
り
午

『
後
三
時
ま
で
小
屋
丸
池
之
畑
を

り

｝
小
髪
分
校
．

葦
月
八
日
正
午
よ
り
午
後
唄
時

ゴ
で
東
山
海
老
を
海
老
分
校
■

計四
九
　
八
　
七

　
一
〇

　
一
五

　
『
六

　
、
三
二
〇
　
八
　
三

　
－
三

　
　
唄
　
二

一
四
五

　
　
　
’

二
月
＋
｝
日
午
前
＋
時
よ
り
第

咽
回
定
例
村
議
会
が
本
村
役
場

に
於
て
招
集
開
會
さ
れ
十
二
日

午
后
四
時
散
会
し
た
。

議
決
さ
れ
た
事
項
は
次
の
通
り

「
本
村
職
員
の
給
与
に
関
す

　
悉
條
例
の
一
部
を
改
正
す
惹

條
例
　
　
　
　
，

ご
、
村
長
、
助
役
，
，
牧
入
役
及

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
桐
谷
高
柳
仙
田
村
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
託
す
る
児
童
を
除
く
）
の
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
前
身
体
検
査
を
三
月
三
日
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
六
日
閲
実
施
す
る
日
程
次
似

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
通
り
　
　
　
　
　
　
♂
ー

◎
腋
繭
脚
膳
髄
r
凄
乱
韓
坦
騨
霧
舞
江
撞

糀
獺
牧
等

　
　
、
昭
和
二
七
年
度
第
幽
ー
回
定
例

　
　
　
　
村
議
曾
の
議
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

地
形
等

》
当
村
で

て
、
他

込
れ
が

ー
い
と
云

三
、四
昭
和
二
十
六
年
度
本
村
歳
入

『
歳
出
第
八
回
追
加
予
算

五
昭
和
二
十
六
年
度
本
村
国
民

　
　
ヤ

←

雛
隷
繰
。
険
臨
礫
欝
捌
桧
針
～
、

環
境
に
從
う
の
で
な
ぐ
、
自
ら

の
環
境
を
切
り
拓
い
て
い
く
所

忙
人
間
σ
発
展
が
あ
り
、
幾
万

年
の
人
類
肚
會
は
こ
の
絶
対
的

自
然
理
境
に
い
ど
み
続
け
て
來

こ
o
　
　
ψ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

ブ
　
　
ヤ

　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

先
日
來
…
幾
度
か
隣
郡
φ
農
家
の

　
　
　
　
　
　
　
　
ぺ

人
達
と
語
ら
い
な
が
ら
歩
い
て

見
た
が
申
し
合
せ
た
様
に
彼
等

は
、
，
技
術
的
多
牧
獲
の
農
法
を

既
に
越
え
て
、
話
し
が
直
接
農

藻
経
営
に
入
つ
て
行
く
こ
と
に

｝
驚
か
さ
れ
る
◎
既
ち
彼
等
は
、
．

農
業
も
商
品
経
済
の
｝
環
に
呼

及
す
る
　
　
｝
企
業
　
で
あ
る
こ

「
　
　
　
　
　
　
、

芝
を
認
識
し
て
届
り
　
如
何
に

へ

『
し
て
、
曹
羅
薫
裟
審

に
切
り
込
ひ
べ
き
カ
を
シ
ン
ケ

認
縦
瑚
譲
響
の
選
ン
に
考
へ
早
く
も
実
行
に
移
そ

う
と
し
て
い
る
こ
と
を
あ
り
あ

ゆ
と
う
か
y
う
こ
ど
が
出
來
た

　
何
の
兵
法
だ
か
知
ら
な
い
が

敵
を
知
る
に
は
先
づ
己
を
識
れ

と
云
は
れ
て
い
る
。

事
》
部
落
単
位
以
上
の
経
営
や

計
画
に
関
す
る
限
り
広
範
な
、

実
休
調
査
に
基
く
客
観
的
な
実

情
の
ハ
握
が
前
提
と
な
ら
ね
ば

な
ら
な
い
。

お
そ
ら
く
統
計
的
な
肚
会
的
鏡

に
自
己
の
姿
を
う
つ
し
て
見
な

い
限
り
自
己
の
醜
さ
も
、
偉
大

さ
も
わ
か
る
も
の
で
は
な
い
と

思
わ
れ
る
。

」昭
和
二
十
噸
年
以
來
私
は
こ
の

実
休
調
査
を
提
唱
し
で
来
た
が

今
だ
に
本
腰
を
入
れ
る
グ
ル
ー

ブ
の
見
当
ら
な
い
こ
と
を
残
念

，
副
牧
入
役
並
議
会
議
員
仁
対

す
胤
年
．
才
手
当
支
給
に
関
す

る
條
例
の
」
部
を
改
正
す
る

條
例
　
土
地
買
上
に
関
す
る
件

つ
て
こ
れ
を
牛
ば
あ
き
ら
め
て

つ
つ
ば
な
し
た
ら
、
い
つ
に
な

つ
て
も
追
わ
れ
者
の
下
積
で
浮

ば
れ
ま
い
。
ど
う
し
て
も
突
破

口
を
得
る
為
に
村
の
前
途
を
照

す
一
條
分
太
い
サ
ー
チ
ラ
イ
ド

が
必
要
で
あ
ξ
。

曾
つ
て
ス
タ
ー
リ
ン
は
「
そ
の

国
民
の
短
所
は
既
ち
長
所
で
み

一
る
」
と
云
つ
ぎ
嘉
G

一と
の
公
式
が
通
用
す
る
も
の
と

一した
ら
、
悪
環
境
も
を
の
裏
側

か
ら
見
た
ら
十
分
生
き
得
る
道

75
求
め
ら
れ
る
と
云
う
こ
と
に

．
な
り
は
せ
ん
、
だ
ろ
う
か
？
、

既
ち
最
悪
の
條
件
を
も
つ
冬
期

禰
は
追
わ
れ
者
か
ら
抜
け
出
し

鱒
て
追
う
者
の
立
揚
に
替
え
る
だ

に
思
つ
て
い
る
。

　
こ
れ
等
実
体
調
査
は
し
ば
ら

く
措
ぐ
と
し
て
、

私
な
り
に
見
た
一
つ
の
、
￥
ン
ト

“覧

示
む
た
い
ど
思
う
。

そ
れ
は
、
　
農
業
生
産
の
中
で

生
産
、
加
工
、
商
晶
の
過
程
を

通
じ
｝
番
有
利
と
思
わ
れ
る
も

の
は
「
種
」
以
外
に
ね
い
と
云

う
こ
と
だ
。

彼
の
イ
ギ
リ
ス
が
あ
の
狭
い
国

土
で
世
界
的
農
業
に
互
し
て
行

く
の
は
こ
れ
に
負
う
所
が
少
な

く
な
い
と
思
わ
れ
る
。
既
ち
、

馬
、
豚
、
山
羊
等
有
名
品
種
は

皆
こ
の
国
が
原
旋
で
あ
る
。
、

こ
れ
ま
で
に
な
る
に
は
と
て
も

｝
眼
前
の
事
象
に
こ
だ
わ
つ
て
は

『

㎜
出
響
痛
碁
嚢

　
入
歳
出
第
二
回
追
加
予
算

六
、
小
学
校
分
校
設
置
の
件

　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

▼
清
水
小
…
学
校
敷
地
を

　
　
　
、
買
牧
す
る

に
不
。
断
の
研
究
と
改
良
と
努
力
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。
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。
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植
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仲
ば
し
茎
葉
が
完

　
　
虫
に
生
育
し
て
開
花
結
輿
す
る

　
に
必
要
な
根
本
條
件
之
も
云
う

　
　
べ
き
田
の
土
が
ど
ん
な
形
態
に

　
　
お
か
れ
て
い
る
か
で
あ
り
ま
し

　
よ
う
。
そ
こ
で
こ
の
実
態
を
知

　
ゐ
た
め
一
咋
年
よ
り
松
代
村
の

　
土
壌
検
定
を
計
画
し
農
家
組
合

　
．
並
剛
般
農
家
の
協
力
を
需
め
て

　
酸
度
、
．
鉄
分
、
有
効
燐
酸
、
有

　
幼
加
里
の
含
量
程
度
を
調
査
し

　
て
居
り
ま
す
が
松
代
村
の
全
耕

　
地
を
調
査
す
る
に
は
相
当
の
時

　
日
を
要
し
ま
す
の
で
現
在
迄
に

　
調
査
し
た
も
の
、
結
果
を
こ
、

　
に
掲
載
す
る
と
、
も
に
こ
の
結

　
果
に
基
く
対
策
¢
述
べ
て
各
農

　
菰
の
善
処
方
を
要
望
す
る
次
策

行発回一月毎

で
あ
り
ま
す
。

　
唄
，
酸
度

　
　
中
性
め
．
と
こ
ろ

徴
酸
性

弱
酸
性

酸
性
強
酸
性

　
計

〃〃〃〃

　
　
三
％

二
五
〃

，
二
二
〃

四
三
〃

　
七
〃

剛
○
○
〃

水
稻
は
極
め
て
酸
性
に
強
い
．
作

1召和二十七年二月二十日’

　　　　　　．　　　　　｝戸・ぺ

勲
鋸
糖
鎧
膿

と
云
わ
れ
て
い
る
が
そ
れ
で
も

極
，
酸
性
。
の
嬰
い
所
は
石
次
を
使

つ
て
酸
度
を
弱
め
る
必
要
が
み

る
し
当
地
方
の
・
場
合
等
は
年
々

未
熟
若
し
く
は
糧
悪
堆
肥
が
施

用
さ
れ
て
い
る
の
で
酸
曳
の
矯

正
と
い
う
よ
り
之
等
未
熱
堆
肥

の
分
解
を
促
進
す
る
意
味
合
で

反
当
一
〇
～
一
五
〆
の
石
．
次
は

是
非
施
用
し
て
い
た
y
き
た
い

　　強極中稚少鉄
討度少等少い分
　　にい度いと
　　少　　　　こ

　　い〃〃〃ろ
　　．ヴ

　
七
五
％

』
二
五
〃

　
二
覗
〃

五
八
丑
〃

　
｝
九
〇
〃

，
｝
O
Q
〃

　
　
　
　
○

右
φ
結
果
か
ち
す
れ
ば
本
田
の

約
八
割
は
鉄
分
が
極
少
い
か
叉

は
強
度
に
不
足
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
．
併
し
鉄
分
が

不
足
も
て
い
る
と
．
い
う
こ
と
だ

け
で
土
地
の
老
朽
化
を
断
定
す

け
る
わ
け
に
は
い
、
か
な
い
が
9

鉄
分
が
不
足
す
る
と
必
然
的
に

水
稻
の
必
娑
と
す
る
各
種
の
成

分
を
下
暦
に
沈
下
さ
せ
る
お
そ

μ
が
の
る
の
で
聯
作
に
は
普
通

の
も
の
ど
大
差
な
い
が
刈
、
取
塑

に
見
劣
り
の
す
る
俗
に
言
う
秋

落
現
象
と
な
る
か
ら
こ
の
よ
う

な
所
は
春
先
に
山
の
赤
味
が
か

づ
た
粘
質
土
を
反
当
二
千
貫
内

外
客
入
す
る
必
要
が
あ
る
と
、

も
に
酸
性
の
金
肥
（
硫
安
、
過

石
唐
硫
加
等
）
を
使
わ
す
ア
ル

カ
ゾ
性
叉
は
硫
酸
を
含
ま
な
い

石
次
窒
素
、
†
．
ー
マ
ス
燐
肥
若

し
．
く
は
熔
成
燐
殿
塩
化
加
里

等
に
改
め
る
べ
き
で
あ
る
－
術

完
全
配
合
肥
料
（
ア
ル
カ
ザ
配

合
と
叡
云
う
）
を
反
当
ε
～
三

何
施
用
す
れ
ば
　
各
種
肥
料
を

回
も
施
す
手
数
，
も
省
け
又
秋
落

現
象
を
少
く
す
る
効
果
が
あ
る

、
二
鵠
燐
酸

租
良
し

中
等
度

稽
少
い

相
当
少
い

極
少
い

強
度
に
少
い

　
　
計

　
三
〇
％

　
二
〇
〃

　
＝
ハ
〃

　
一
五
〃

　
一
周
〃

　
一
荘
〃

　
二
〇
〃

，
綱
O
O
〃

燐
酸
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
機

会
あ
る
度
に
申
述
べ
て
来
た
の

で
最
近
で
は
共
の
施
用
量
も
漸

次
上
昇
の
傾
向
に
あ
る
が
そ
れ

で
も
松
代
村
の
水
田
で
は
約
三

割
五
分
が
燐
酸
分
に
欠
け
て
6

る
こ
と
に
な
3
．
琴
覆
燐

酸
肥
料
は
少
く
と
も
反
当
五
貫

程
度
施
す
必
要
が
め
る
。
．
、

伺
畑
作
に
対
す
る
燐
酸
の
効
果

は
水
稻
以
上
で
あ
る
か
ら
こ
れ

鵯｛史か

うら

機は
に畑
し作
てに
ほも
．し燐・

い酸
　肥

　z，　こ・

四
、
有
効
加
里

　
良
し

・
稻
良
し

中
等
度

稽
少
い

極
少
い

，
強
度
に
少
い

　
　
を

　
　
嵐
員

三
、
○
％

｝
、
五
％

｝
、
五
％

　
＝
．
一
％

五
〇
％

三
二
％

｝
O
O
％

当
村
に
於
け
る
加
里
肥
料
の
施

用
量
は
誠
に
少
く
基
準
量
と
思

わ
れ
る
反
当
二
貫
（
加
里
成
分

五
〇
％
の
塩
化
加
里
を
使
う
揚

合
）
の
約
｝
割
程
度
の
施
用
し

か
な
く
こ
の
こ
と
か
ら
も
或
は

文
一
．
面
鉄
分
の
不
足
に
よ
る
加

里
戒
分
の
沈
下
の
意
味
か
ら
も

当
然
有
効
加
里
に
不
足
す
る
筈

で
あ
る
が
今
度
の
検
定
結
果
で

も
そ
の
九
割
五
分
迄
が
加
里
分

に
乏
し
い
欺
態
に
あ
り
ま
す
の

　
　
　
　
　
の

で
本
年
皮
か
ら
は
是
非
加
里
肥

料
を
反
当
二
貫
程
度
使
う
よ
う

に
し
て
い
た
￥
き
た
い
。

術
燐
酸
、
加
里
肥
料
の
施
用
に

当
つ
で
は
飽
く
迄
元
肥
を
原
則

と
し
特
殊
の
場
合
（
秋
落
の
ひ

ど
い
よ
う
な
と
こ
ろ
で
は
加
里
，

肥
料
の
噺
部
を
穗
肥
当
時
に
ゃ

ゐ
こ
乏
も
よ
い
）
又
は
止
む
を

得
な
い
揚
合
の
外
は
必
す
代
掻

迄
に
施
す
よ
う
に
ぜ
ら
れ
た
い

最
後
に
堆
肥
は
貴
重
な
加
里
肥

料
だ
か
ら
そ
の
原
料
並
製
品
は

慨
來
る
だ
け
雨
に
A
婁
な
“
よ

ヶ
注
意
し
て
戴
き
た
い
。

水
稻
共
済
金
支
佛
確
定

　
七
月
十
八
日
以
降
八
月
未
迄
四
．

　
旬
に
亘
る
炎
天
の
爲
め
本
村
で

　
は
水
稻
の
全
耕
地
の
約
六
割
以

　
上
が
被
害
を
受
け
激
茜
な
る
も

　
の
は
出
穗
も
不
能
に
一
陥
り
耕
地

　
と
い
わ
ず
農
道
と
い
わ
ず
あ
ら

　
ゆ
る
箇
所
に
亀
裂
を
生
す
る
数

　
　
ア
年
來
の
大
早
魑
に
襲
わ
れ
た

　
　
蟻
は
記
憶
に
生
々
し
い
処
で
あ

　
る
処
で
束
頸
城
郡
の
本
年
度
の

　
蝋
害
評
慣
吸
結
果
を
楡
討
し
て

　
見
る
時
に
三
割
以
上
の
被
害
面

　
　
領
は
四
八
O
町
歩
（
作
付
面
積

　
　
り
約
八
％
V
そ
の
中
早
魑
に
似

　
．
る
，
被
審
面
積
は
輿
に
コ
，
｝
三
五
町

　
沙
総
被
害
面
，
嶺
の
約
七
〇
％
を

　
出
め
次
に
一
六
％
の
病
害
、
　
一

②

○
％
の
虫
害
、
共
⑳
他
の
六
％

と
い
う
数
字
を
示
し
て
お
り
被

害
農
家
五
四
六
〇
戸
支
彿
共
済

金
は
七
四
〇
万
円
の
亘
額
で
あ

り
掛
金
の
約
二
倍
に
昇
つ
て
い

る
。
本
村
で
も
九
月
十
六
日
を

皮
切
り
に
二
週
聞
以
上
の
長
期

闘
に
亘
．
ザ
損
害
評
価
委
員
が
大

易
的
見
地
に
立
ち
技
術
的
評
慣

の
結
果
旧
割
以
上
の
被
筈
面
積

は
五
〇
町
歩
（
塾
害
九
〇
％
）

丈
挑
共
済
金
は
九
五
万
円
の
大

さ
で
被
害
面
積
及
び
支
佛
共
済

金
芯
郡
全
休
の
一
割
を
こ
え
て

い
る
こ
の
数
字
も
漸
く
郡
段
階

及
び
縣
連
合
会
、
．
り
農
林
省
の
検

討
、
杏
定
を
通
過
し
縣
下
三
九

，
二
組
合
の
中
の
岡
二
四
組
合
が

金
額
保
険
金
が
決
定
し
た
本
村

の
共
済
金
も
被
害
農
家
え
の
支

梯
は
．
二
月
下
旬
迄
に
完
了
の
の

予
定
マ
の
る
。

二
　
新
み
し
い

　
　
　
　
建
物
共
済
輿
施

共
済
組
合
で
は
縣
連
合
会
及
ぴ

農
屋
の
要
墓
に
よ
り
、
新
ら
し

い
建
物
共
済
と
し
て
、
現
行
短

期
共
済
の
外
に
長
期
共
済
を
年

度
内
に
実
施
す
る
予
定
で
あ
る

変
つ
て
い
る
点
は
、
現
行
短
期

共
済
け
掛
令
が
掛
捨
で
あ
る
が

薪
ら
し
い
長
期
共
済
で
は
し
・
共

蕪
灘
鍵
盤

除
を
し
な
一
，
爵
愕
∴
抄
『
自
勇
県

に
更
新
－
し
．
畳
期
に
及
、
幽
熟
の
下

め
る
。
奪
故
及
び
契
約
解
除
を

し
た
時
は
共
済
掛
金
基
税
を
返

す
仕
組
で
あ
る
。

共
済
掛
金
基
金
は
｝
万
円
の
洪
、

済
金
、
額
に
つ
い
て
七
〇
〇
円
最

高
共
済
金
額
三
〇
万
円
で
あ
る

詳
し
い
『
こ
と
は
直
接
共
済
組
合

え
お
尋
ね
下
さ
い
。

馨
第
八
回
栄
農
定
期
貯
金

只
今
農
業
協
同
組
合
で
は
左
記

の
∴
辿
り
第
八
回
栄
農
定
期
貯
金

を
取
り
扱
つ
て
居
り
ま
す
。
，

無
税
室
籔
な
し
の
有
利
な
栄
農

定
期
を
精
々
御
利
用
下
さ
る
様

お
奨
め
致
し
ま
す
。

白紅払取
梅梅籔扱
ののlli、，l！期

細紳目間

ヲ近一一三三．三

百千月月
円円∫二十

～六十五
カカー・日

年月日迄

冬
蓬
家
畜
の
榮
養
に
つ
い

冬
期
聞
単
調
な
飼
料
で
越
冬
し

年
々
細
…
て
行
き
↑
春
に
な
つ
て
怪

じ
げ
な
歩
様
と
怪
し
げ
な
格
好

を
見
る
つ
に
け
冬
期
間
の
飼
．
…
寳

管
理
に
大
き
な
欠
点
が
あ
る
こ

と

、
を
考
い
う
れ
る
と
思
い
ま
す
．

先
栄
養
失
調
に
か
、
る
と
目
で

見
て
頸
背
中
も
、
尻
等
の
筋
肉

加
萎
縮
む
て
大
き
な
溝
が
出
來

見
か
ら
に
哀
れ
に
ヤ
ヤ
臓
器
の

何
れ
も
小
さ
く
な
つ
て
來
る
、

ズ
が
ホ
ル
屯
ン
を
出
’
す
臓
擬
は

脹
れ
て
大
ぎ
く
な
つ
て
來
る
こ

と
で
あ
る
体
内
の
脂
肪
は
色
が

あ
せ
て
水
づ
ぽ
く
篠
の
胃
の
，
中

や
舌
に
腫
物
が
出
来
で
食
慾
が

落
る
次
に
は
腎
臓
肪
胱
輸
尿
管

等
に
石
次
が
溜
て
結
石
が
爵
来

る
反
対
に
骨
か
ら
は
、
石
次
が
抜

け
て
も
ろ
く
な
り
こ
れ
は
石
次

と

て
つ
つ
，
い
た
蛋
白
が
尿
に
出

る
と
石
次
が
結
石
に
化
け
衝
訳

で
あ
る
膓
の
中
獄
便
泌
し
て
固

く
、
な
り
糞
が
辺
チ
く
蕉
な
る

以
上
の
様
な
調
子
だ
と
・
春
耕
期

　
　
　
　
　
　
　
て
㌦

臨
魏
収
讐
離
嬬

と
お
気
付
の
事
が
暦
々
あ
る
と

思
は
れ
ま
す
こ
れ
で
は
駒
が
勇

　
　
　
　
　
　
　
　
ザ

め
ぱ
花
が
散
ゐ
ど
こ
ろ
で
は
な

い
随
て
猫
の
乎
も
借
り
た
い
森

耕
期
黛
十
分
使
ふ
事
は
不
可
能

で
あ
る
こ
の
原
因
は
冬
期
間
蛋

白
質
の
不
足
の
飼
料
に
よ
る
餓

と
編
食
φ
た
め
起
る
病
気
で
あ

各
今
か
勘
で
も
植
物
蛋
白
の
多

い
飼
料
を
十
分
与
え
て
春
耕
期

に
備
え
て
貰
い
度
い
聖

術
妊
奮
に
あ
り
ま
し
で
慈
、
暦

注
意
が
必
娑
と
思
い
ま
す
極
”
度

に
栄
養
が
悪
い
と
産
前
産
後
κ

起
き
不
能
痙
に
か
、
る
お
そ
れ

も
あ
る
此
の
際
萬
來
る
丈
厩
会

を
明
る
く
清
潔
に
し
て
常
に
家

畜
歌
態
を
正
観
し
て
ほ
し
い
農

家
の
’
大
き
な
財
産
を
朝
暗
い
厩
会

で
厩
肥
の
警
に
㌻
置
犠

な
飼
い
方
が
あ
る
と
し
た
ら
改

め
よ
う
で
は
あ
鉱
ま
せ
ん
か
’

◎
今
年
．
は
火
竈
の
な
い
年
に
し
ま
し
よ
う
〃

倉
¢
中
や
二
階
へ
，
上
る
時
な
ど

特
に
電
池
の
方
が
商
い
榛
だ
、
が

火
の
用
心
も
良
く
軽
使
で
安
全

で
す
か
ら
結
極
経
済
的
で
丁
チ

ン
や
六
角
よ
り
も
よ
い
様
で
す

火
の
用
心
σ
見
．
地
か
ら
定
評
の

ユ
ァ
サ
乾
電
池
を
お
奨
め
し
ま

す
。
　
　
、
一
ケ
ニ
十
七
円

◎
寄
生
虫
が
あ
な
だ
の

　
　
、
身
体
中
に
い
惹
と
！

鋼
虫
』

髄
色
が
青
ざ
め
食
慾
が
あ
っ
て

も
肥
ら
ず
又
反
対
に
食
慾
が
な

　
　
へ
く
な
り
ガ
ん
く
や
せ
て
結
核

で
な
い
か
と
思
わ
れ
．
る
様
粋
伊
症

斌
に
な
傷
ま
す
。
特
に
子
供
は

ふ
だ
ん
食
べ
る
気
に
な
ら
な
い

の
を
好
ん
で
食
べ
た
り
瓜
を
か

ん
だ
り
、
突
然
高
い
熟
を
出
し

た
り
ぴ
き

つ
け
を
起
し
た
り
ナ

る
事
が
め
り
ま
す
ー
、

十
二
指
膓
虫
　
‘

よ
く
貧
血
を
起
し
ま
．
す
。
叉
顔

面
が
蒼
白
に
な
り
息
切
れ
や
動

悸
が
す
る
様
に
な
り
瓜
も
光
沢

が
．
な
く
赤
み
が
な
く
な
つ
で
．
薄

　
く
な
り
ま
す
。
更
に
目
ま
い
、

頭
痛
浩
化
器
障
害
等
も
起
り
酸

　
味
の
強
い
も
の
、
生
米
、
炭
、

　
壁
土
の
様
な
も
の
を
食
べ
た
が

　
る
，
事
も
あ
り
ま
す
、
■
特
に
発
育

　
期
の
子
供
で
は
発
育
障
害
の
原

　
因
に
な
り
ま
す
。

　
ギ
ヤ
ウ
虫

、
子
供
に
多
く
膓
内
に
寄
生
レ
就

床
後
お
し
り
の
穴
の
廻
り
に
出

て
く
る
穿
ひ
ど
い
か
ゆ
み
が

起
つ
，
て
來
て
睡
眠
が
さ
ま
た
げ

ら
れ
励
罎
窮
の
べ
う
な
症
歌

を
呈
む
ま
す
。
幼
児
で
は
夜
尿

症
の
原
因
と
な
る
こ
と
も
め
り

ま
す
Q

　
お
腹
の
虫
に
関
ナ
る
限
力
自
信

を
以
づ
て
お
奨
め
す
る
薬
り
が

　
め
．
り
ま
す
。

色
か
春
ん
で
も
虫
の
出
な
か
つ

　
た
人
が
組
合
の
サ
ン
・
．
二
，
ン
を

呑
ん
で
見
た
ら
ぴ
つ
く
り
す
る

科
出
た
認
言
う
人
が
沢
山
居
り

ま
す
。

良
く
き
く
虫
下
し
を
一
人
で
呑

多
く
春
む
事
は
共
れ
だ
け
皆
様

の
幸
編
を
．
設
る
事
で
、
丁
。

サ
ン
ト
ニ
ン
．
　
五
五
円
．

駆
虫
球
（
子
供
に
よ
い
）
五
五
円

卵
価
の
見
透
し
は
〃

ど
こ
迄
下
る
か
と
心
配
さ
れ
，
た

卵
価
も
底
を
つ
い
た
か
ぽ
つ
ぽ

つ
上
つ
て
来
始
め
た
様
に
患
わ

れ
ま
す
。

周
年
中
剛
番
安
い
時
季
に
気
を

落
ざ
す
次
第
に
高
く
な
つ
て
‘
参

り
ま
す
か
ら
此
の
際
特
に
飼
養

管
理
を
適
切
に
じ
て
有
利
に
売

る
様
心
掛
け
て
下
さ
い
。
．
・
匙

上
る
の
を
待
つ
て
売
る
様
な
売

り
惜
し
ん
で
凍
せ
た
り
古
く
し

た
り
し
、
て
は
松
代
の
卵
の
名
に

か
、
わ
り
ま
す
か
ら
相
揚
的
、
な

石
は
禁
物
で
す
。

▲
東
京
で
は
き
れ
い
な
卵

　
　
を
一
番
好
み
ま
す

或
る
組
、
合
で
は
余
り
よ
で
れ
た

卵
は
そ
の
揚
で
磨
い
で
貰
う
か

揚
合
に
よ
つ
て
は
買
わ
な
い
様

に
し
て
居
る
そ
う
で
す
。
新
鮮

卵
を
腐
し
て
出
荷
菰
御
協
力
下

さ
．
い
。

．
松
代
村
の
産
蚕
量
比
較

昭
和
二
十
五
年
度
と
二
十
六
年
、

及
の
産
繭
を
比
較
す
る
と
，
左
表

の
如
き
数
字
で
今
年
の
総
販
売

代
金
は
約
ハ
『
，
○
○
万
再
に
な

り
ま
す
特
に
鵬
繭
量
の
少
い
処

や
意
欲
の
薄
か
つ
だ
部
落
の
強

い
躍
進
が
見
ら
れ
ま
す
こ
の
熱

を
ご
暦
助
長
し
て
更
に
此
の
ト

の
増
産
を
今
か
ら
計
画
致
し
唱
傷

し
よ
ア
つ
の

紮
名
・
奉
葬
、
欝

上
　
町
二
九
五
天
四
メ
塘
八
九
メ

中
　
　
町
一
二
山
ハ
ご
一
四
工
ハ
○
減
九
治

下
　
町
嚇
ご
一
四
二
．
二
三
〃
．
一

小
荒
戸
八
牝
二
三
一
〇
壇
三

太
李
コ
ニ
六
「
四
三
〃
七

菅
‘
刈
｝
九
六
二
三
八
〃
窒

田
　
沢
＝
○

小
屋
丸
ニ
ニ
五

池
之
畑
｝
五
四
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冬
季
の
副
業
は

ー
、
藁
工
品
で

戦
、
争
目
的
途
行
の
た
め
国
を
挙

げ
て
強
力
な
国
策
か
ら
戦
災
復

興
資
材
龍
と
い
う
段
階
に
お
け

る
本
本
の
藁
工
品
の
生
産
ば
左

の
通
り
で
あ
る
。
『

醜
つ
て
今
日
の
生
産
量
は
村
内

の
需
要
を
満
た
す
に
足
り
す
村

外
よ
り
逆
に
移
入
し
て
い
ぞ
現

況
で
あ
る
。

昭
和
二
十
年
の
生
産

　
玉
縄
　
　
三
三
、
五
七
〇
貫

　
夙
　
　
　
　
八
、
八
七
三
枚

昭
抑
一
．
一
十
｝
、
畔
の
生
産

　
玉
縄
　
　
『
四
、
九
噸
制
貫

　
東
縄
　
　
　
　
　
二
三
五
東

　
杁
莚
　
　
　
二
、
五
五
五
枚

農
協
℃
は
冬
期
冊
の
副
業
と
し

て
の
藁
工
品
を
重
覗
し
て
関
係

機
関
と
提
携
し
て
増
産
運
動
に

、

乗
鋤
9
こ
と
に
な
つ
た
。

誤
休
的
な
本
年
度
計
画
は
協
議

甲
で
の
る
が
大
体
供
出
農
家
剛

戸
当
り
玉
縄
一
〇
玉
供
出
農
家

六
五
〇
戸
ど
し
て
六
～
五
〇
〇

．

玉
の
村
外
移
出
を
目
標
と
し
で

い
る
。
’

特
に
本
年
は
生
産
農
家
及
び
部

落
を
対
象
と
し
て
褒
賞
制
も
考

が
え
て
い
る
。
．
，

昭
和
二
十
年
産
の
物
を
現
在
価

格
を
も
つ
て
算
出
す
る
と
一
〇

〇
万
，
円
を
遙
か
に
超
え
る
二
と

を
跡
門
え
ム
．
わ
せ
る
と
き
こ
壷

動
け
多
少
時
期
遅
れ
の
嫌
い
塗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
，
ψ
る
が
春
山
迄
の
長
い
一
服
こ
｝

の
期
聞
に
期
待
し
て
“
る
。
　
『

瞥
芦
．
・
・
一
歪
月

毒
．
◎
竃
』
、
華
へ

　
池
尻
と
蓬
奉
の
｝
部
で
は
昔
か

ら
松
飾
り
の
か
わ
り
に
杉
を
飾
●

　
つ
て
正
月
を
し
て
來
た
が
今
年

か
ら
池
尻
で
は
襲
に
村
長
よ
り

出
さ
れ
た
松
樹
愛
護
伐
採
自
粛

の
通
牒
に
よ
り
総
会
で
全
部
落

揃
つ
て
門
杉
を
飾
つ
て
正
月
を

迎
え
た
。
松
は
此
の
土
地
で
は

育
ち
が
悪
る
い
上
に
年
々
歳
々

伐
探
さ
れ
る
0
で
木
は
減
る
岡

方
で
あ
る
コ

松
飾
り
の
そ
も
く
の
由
來
は

、
榊
代
の
昔
門
に
サ
カ
キ
を
飾
つ

た
の
が
始
ま
り
，
で
共
の
後
サ
カ

キ
が
松
に
代
り
松
に
竹
を
添
え

そ
れ
に
梅
が
加
え
ら
れ
る
様
に

な
り
現
在
に
至
σ
た
の
だ
そ
う

だ
。
松
飾
り
を
杉
飾
り
に
か
へ

p
る
に
は
』
賛
否
両
論
が
あ
る
と
思

う
が
、
今
此
処
で
よ
し
あ
む
を

決
め
結
論
を
出
す
つ
も
り
は
な

い
が
杉
飾
り
の
長
所
と
し
て
は

松
に
比
べ
て
非
常
に
豊
富
で
あ

る
こ
と
、
杉
は
ほ
と
ん
ど
す
べ

て
の
家
に
あ
る
か
ら
他
人
よ
り

貰
う
と
か
賀
う
と
か
の
心
配
が
嶺

い
ら
な
い
、
，
又
松
の
様
に
山
を

探
し
て
歩
か
な
く
て
も
飾
る
時

　
一
寸
外
昏
出
て
新
鮮
な
も
の
を

切
つ
て
來
て
カ
ザ
る
こ
と
．
が
出

来
る
等
杉
は
松
に
比
べ
て
非
常

に
簡
便
に
手
、
入
出
來
る
。
良
否

は
さ
て
お
き
兎
に
角
∵
全
部
落
が

昔
か
ら
の
傳
統
を
破
つ
て
現
輿

に
既
し
た
方
法
を
取
ヶ
た
池
尻

部
落
の
進
歩
的
精
紳
は
賛
美
に

値
す
る
も
の
壱
思
う
』
，
此
の
記

事
を
読
ん
で
オ
イ
ラ
も
来
年
か

ら
杉
を
カ
ザ
ろ
う
と
云
わ
れ
る

方
が
あ
れ
ぱ
松
の
木
保
護
上
誠

に
結
構
な
事
で
あ
る
。
只
此
処

で
問
題
と
な
る
の
は
人
間
は
非

常
に
感
情
に
左
右
ざ
れ
る
動
物

だ
か
ら
折
角
目
出
皮
い
正
月
に

杉
飾
り
で
は
ナ
ア
…
…
と
云
つ

て
し
ま
え
ば
そ
れ
脚
で
だ
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
り

し
か
し
正
月
と
も
な
れ
ば
花
よ

り
ダ
ン
ゴ
で
気
焔
を
は
い
て
い

る
人
の
多
い
所
を
見
れ
ば
飾
つ
岬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

て
あ
る
の
が
松
で
め
ろ
う
と
彪

で
あ
．
る
う
と
あ
、
一
仏
り
気
に
止
画

る
必
要
も
な
い
の
じ
や
な
い
か
轡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
F
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